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1. はじめに
科学が莫大な物量と研究者の組織化にもとづいて営まれる「産業化科学 (industrializedsci-
ence)Jに変質したと指摘されてペ すでに久しし、。それは， 高エネルギ一物理学， 核融合研究，
宇宙探査等のいわゆる巨大科学の領域にとどまらない。技術を生み出すことを介して，多くの科
学が投資に値するものとなったことを背景に，科学の全般的変質が生じてきたものと考えられるo



















































































松本(1989)は興味深い。松本は r規範j と， 規範に沿った科学者のふるまし、に認知を与え積極
的に応答するメカニズムである「報酬系」の両者が成立する限りで，科学者集団の自律性が成り



































































































































は r稀少資源」となり r社会的生活諸条件の公的制御J 35) たる政治が出現しなければならな
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想定する r三層モデ、ル」が有効であろう o こうすることによって， 資金面の調整等を引き受け




















































とを意味している。すでに B本企業の大学への研究費支出は，その 3分の 2が外国の大学への
それである84)ことに注意する必要がある。
日本と外国の聞の制度的レゾナンスにも注目したい。わが国国立大学の「共同研究センター」




erative Research Centers)Jや「工学研究センター (EngineeringCenters)J， あるし、はイギ
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